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平成 28 年 1 月 1 日発行

【毎月 1 日発行】

表紙の写真　　渡り鳥たちの楽園に朝日がのぼる（蕪栗沼・田尻地域）
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あけまして

おめでとうございます

※大崎市は自主財源確保のために有料広告を掲載しています。

今月の表紙

　大崎市には、国際的に重要な湿地としてラムサール条

約湿地に登録された「化女沼」と「蕪栗沼・周辺水田」

があります。それぞれの沼は渡り鳥の貴重な越冬地になっ

ており、冬には10万羽にもおよぶマガンが飛来します。

　マガンが日の出とともに一斉に飛び立つ姿や、夕焼け

空の中を沼に戻ってくる「ねぐら入り」の風景は、自然の

大いなる営みを実感させてくれます。

　11月21日・22日、田尻地域でKODOMOラムサール

東北湿地交流会が開催されました。常日ごろから環境学習

を行っている大崎市、登米市、青森県三沢市、山形県鶴岡市

の子どもたちが、活動報告や学習内容の発表、「蕪栗沼・周

辺水田」の「宝」を探し、意見を交わす討論会を行いました。

　22日の早朝、子どもたちは蕪栗沼で飛び立ちを見学し

ました。一帯が白みはじめると、しだいに鳥たちの鳴き

声が聞こえてきます。双眼鏡をのぞいて声の主を探し、

鳥たちが一斉に空に飛び立つ瞬間には、目の前に広がる

光景を見逃すまいと、寒さを忘れて見入っていました。

　見学後に行われた討論会で、子どもたちは「マガン」

や「白鳥」、「それらを支える地域の人々」を地域の宝に

挙げています。子どもたちが体験した大崎市の「宝」、豊

かで素晴らしい自然環境を、しっかりと守り伝えていきま

しょう。

寒空の中、飛び立ちを見逃さないよう、
じっと見つめています

子どもたちが話し合った、蕪栗沼・周辺水田の宝を紹介するポスターを
「大崎市ラムサールフェスティバル2015」のステージで発表しました

待ちに待った飛び立ちの瞬間
鳴き声を上げながら一斉に羽ばたく鳥を、夢中で見上げていました

自分の考える、蕪栗沼や周辺水田の
宝を話し合っています


